
 

 

つながりの輪を広げ 支えあい・助け合うまち緑園！ 

令和８年緑園地区社会福祉協議会新年の抱負 

 

 

 

 

     
  

     

あけましておめでとうございます。 

皆様におかれましては、お健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

平素は緑園地区社会福祉協議会（緑園地区社協）の事業や活動、さらに泉区 

社会福祉協議会の賛助会費、共同募金の寄付に対しまして、ご支援ご協力を 

賜り厚くお礼を申し上げます。                                  緑園地区社会福祉協議会 

昨年を振り返りますと我が国では地震、台風・大雨による水害、林野火災など自然災害に      会長  伊藤 正男 

見舞われました。我々に取っても決して遠い所の出来事ではないと考えております。緑園地域は昼間人口が通勤通学に 

よって従業地・通学地に流失するため、高齢者や子供の比率が高い傾向にあり、昼間に発災した場合、交通網は鉄道の 

全面停止、 道路網の遮断と交通規制により帰宅困難者が発生し深刻な事態に陥ると予測されております。緑園地区社会 

福祉協議会は、ご近所同士がお互いに声をかけ助け合いながら、高齢者や子供たちが安全に避難することが重要であると

考え、地域交流事業、高齢者サロン・子育てサロンを通じて、安全・安心して過ごせるまち緑園を目指して行きたいと考えて 

おります。 

 

 

 

 

 

令和 7 年度緑園地区の「賛助会費」が連合自治会を通じて寄せられました。皆様からお寄せいただいた善意は、 

「子育て・高齢者支援、健康・交流の場づくり」等の活動資金に活用いたします。 

       

 

 

 

 

 

 

 
 

「賛助会費」は地区社協の福祉の応援団、「賛助会費」で貴方も緑園地区社協のサポーター！ 
賛助会費は地区社協の重要な活動資金として使用されます。皆様のご支援が地域の福祉の力となっています。 

毎年自治会を通して、ご理解・ご協力をいただいています。       （緑園地区社会福祉協議会 総務部） 

 

 

 

１２月１０日（水）、緑園都市駅前で泉区社会福祉協議会、緑園地区民生児童委員協議会、 

緑園地区社会福祉協議会が合同で赤い羽根共同募金運動が実施されました。師走の駅前は 

足早にバスや電車で行き交う人々が多い中、ボランティアが街頭で募金を呼びかけると立ち 

止まり寄付して頂きました。皆様から心温まる寄付は福祉活動団体などに配分され、様々な 

活動に利用されております。本当にありがとうございました。 

緑園地区社会福祉協議会 

※ お問い合わせ先 ： 社協専用電話 “０９０－３４２６－０２９４” （受付時間 9:00～17:00） 
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令和７年度緑園地区社協『賛助会費』 

赤い羽根共同募金運動実施しました 

 

 

 

 

          令和７年１０月３０日、緑園シニアクラブ東花会は、地域の少年野球チーム 

（緑園ラービーA）と連携してサンステージ～緑園都市駅までの街路の清掃・ 

美化活動を実施しています。また少年野球チームと連携することによって、 

児童の地域美化活動に対する啓蒙にも取り組んでいます。この活動が評価 

され横浜市 18 区中、泉区で唯一２０年表彰に選ばれました。これを機に 

さらなる活動が続けられ美しい緑園、住みたい街に選ばれることを 

期待します。                             緑園シニアクラブ東花会 会長 岩間 健一 

 

 

 

１２月１4 日（日）新橋地域ケアプラザ・新橋コミュニテイハウス１6 周年共催事業が開催されました。会場はあいにくの 

雨にもかかわらず、１０時開催から多くの地域住民の皆様が集い、模擬店・作品展示・体験コーナー・実技発表会・ 

射的・等たくさんの出し物で子供たちの歓声があがりました。緑園地区は、緑園連合自治会と地区社協共催で 

「おしるこ」を出店し、温かくておいしいと好評でした。参加された皆さん、準備から販売とご苦労様でした。         

 

 

  

 

 

                                          

                

     

12 月 6 日（土）、緑園地域交流センターにて、いちご組からめろん組までのクリスマス発表会を行いました。 

お子さまたちはドキドキ、ワクワクしながらも、おうちの方に見てもらえることを楽しみに舞台へ上がっていました。少し恥ずか

しくて顔を隠す姿、堂々と大きな声で表現する姿など、一人ひとりの個性あふれる姿が見られました。みんなで顔を合わせ、

工夫しながら練習した日々は、子どもたちにとってかけがえのない温かな時間となりました。会終了後、プレゼントを手に 

保護者の方とにこやかに会場を後にしていました。        小学館アカデミーりょくえんとし保育園 園長 髙橋伊豆美 

 

 

 
 

 

令和７年度の希望苑フェスティバルを 11/1 に開催いたしました。 

当初は昨年同様、外で開催が出来るようにと職員と計画していましたが、当日の天気が雨から変わることはなく、念のため

施設内で内容を変更して室内の会場を３つに分けて行いました。武蔵野太鼓さんのキレのある動きに迫力のある演奏と 

一緒に太鼓を叩かせてもらいました。フラ・パパウイさんは昨年から参加いただいて大人のフラダンス子供の可愛らしい 

フラダンスに入居者様も大喜びです。今年初めて依頼した座・フィットネスさんの楽しい体操、座ったままでも、顔だけでも、

目だけでも問題なし！とインストラクターの動きを真似て体操されていました。屋台販売もなくフェスティバルのかたちは 

いつもと違いますが楽しく開催できたこと。急な変更にも関わらず快く参加して下さった出演者のみなさんや忙しい中来苑

して下さったご家族みなさま、楽しく出来るように協力してくれた職員のみんなにもとても感謝しています。また来年も一緒に

楽しみましょう。                                            特別養護老人ホーム希望苑 

                                                   生活相談員 寺西大介 

 

 

4 歳 もりのおいしゃさん ５歳 ﾋﾟｰﾀｰﾊﾟﾝ ３歳 まいごのたまご ２歳 10 ひきのネズミ 

スーパーボールすくい お汁粉屋さん びん起こし 他地区模擬店 

活動続けて２０年『ハマロード・サポーター』永年表彰されました 

緑園ラービーＡの仲間 


